
（１）特定非営利活動に係る事項

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者の
人数

受益対象者の範
囲及び人数

支払額
（千円）

子どものスポーツクラブ 金、土、日曜日
クラブハウス他山
形市内外

延べ300名 小中学生40名

大人のスポーツクラブ 年間
クラブハウス、ア
プルスプラス他

延べ450名 大人200名

子どものスポーツ教室 月曜日～土曜日
クラブハウス、
アプルスプラス他

延べ430名
幼児35名
小学生205名

大人のスポーツ教室 月曜日～土曜日
クラブハウス、
アプルスプラス他

延べ500名 大人110名

子どものスキー教室
12月～3月の土
曜、休日

蔵王スキー場 延べ240名
幼児30名、小
中学生120名

指導者派遣 年間 山形県 延べ30名 市内小学校他

イベントの開催 年間
クラブハウス、
アプルスプラス他

延べ10名 一般、全会員

介護予防運動 年間 クラブハウス 延べ192名
要支援、事業
対象者

こどもクラブ 学童 月曜日～土曜日
クラブハウス他山
形市内

10名 小学生55名 11,268

その他
コパル運営委託事業、レン
タル事業

年間
クラブハウス、プ
ラス、コパル他

13名
幼児、児童、
大人

25,758

管理費 運営他 年間
クラブハウス、
アプルスプラス他

6名 24,955

●その他の事業
シェルターインクルーシブプレイスコパルの委託事業が4月よりスタートした。2つの企業が一緒に運営するという経
験のない方法に戸惑いながらも大きな事故やトラブルもなく1年を過ごすことができた。しかし、電気代の高騰や予
想しなかった開業準備での支出、自主事業や付帯事業の取り組みも思い通りには行かず大きな負債を抱えることに
なった。しかし、この一年間、インクルーシブとしての建設や運営の取り組みなどが注目を浴び、日本を代表する施
設となり沢山の賞を受賞することができた。

●スポーツクラブ事業

スポーツ教室 16,196

リトルスポーツクラブは会員増までには至らなかったが、サイクリングロードを西川町まで走破するなど、可能な限
りコロナ前の活動に近づけた。フェンシングクラブは、講師が産休の間は体験をとらないこととし会員増には至らな
かったが、代替の指導者により現会員の指導を継続できた。トレッキングクラブは会員が高齢にも関わらず、コロナ
禍でも売り上げが伸びた。バウンドテニスは参加率の低い月曜コースを廃止し、木曜コース一本とした。テニスクラ
ブは今年度も冬季だけのコースを設けニーズに応えた。プラスには１面しかコートを作れないが、多くの会員で賑
わっている。
●スポーツ教室事業

スポーツ支援 1,430

体育教室、ヒップホップ教室とも会員増には至らなかった。サッカー教室は幼児クラスを廃止し小学生クラスのみと
し、指導の充実を図った。コロナにより開催を中止せざるを得なかった短期教室を開催することができた。コパルで
の体育教室も徐々に会員数が増えてきている。また、コパルで行っていたアート教室をアプルスでも開催することと
し、こどもクラブ（学童）の子どもたちが参加している。幼児スキー教室はシーズン４回の開催を無事に終え、小学
生スキー教室についても休講は悪天候による１回のみで、２年振りにリトル祭も開催することができた。また、アシ
スタントとしてリトルスキーの卒業生が加わるなどの嬉しい出来事もあった。大人の教室は、月がすすむにつれスタ
ジオを使用する教室が定員に近くなっており、積極的に振替参加をする姿も見られた。

2、事業の実施に関する事項

スポーツクラ
ブ

9,726

　

●こどもクラブ

昨年度に引き続き小学校、幼稚園・保育園、学童クラブでの体育指導、スキー指導を行った。他にＰＴＡ親子行事の
講師依頼や公立保育園の研修依頼、はらっぱ館で行われる自然塾の講師依頼などを引き受けた。介護予防事業サービ
スＡは希望者が増えたため月・金の２クラスとなり、週２回参加されている方もいる。

今年度も定員いっぱいの１～４年の児童を受け入れ、安全と感染拡大防止に配慮しながら保育に努めた。コロナが２
年続き、さすがに今年は特別な夏の思い出をつくってあげようと日帰りで海に出かけたが、残念ながら、直後に感染
が広まってしまった。ただ、子どもたちの海でのとても楽しそうな様子を目の当たりにすると、子どもたちの本能的
な関わりや遊びを制限せざるを得なかった２年間が本当に残念でならない。

２０２２年度事業報告書
令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

特定非営利活動法人生涯スポーツ振興会

昨年度に引き続きコロナ対策をとりながらの運営となった。ワクチン接種も回を重ね、我々も会員もコロナ生活が日
常となったが、羅患すると影響が大きいこともあって警戒感は否めず、会員増には至らなかった。４月に職員を新規
雇用し体育の指導者に育てようと試みたが、３月末で退職の運びとなり、人を雇い育てる難しさを痛感した。３月に
日東ベスト様の日東食品教育振興基金より５０万の寄付を受けた。

1、事業の成果

●スポーツ支援事業


